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は じ め に
総理大臣を務めた三木武夫は, 派閥の即時解消を訴えたとされる ｢党近
代化に関する組織調査会答申｣ (いわゆる三木答申) や, 総理時代に手掛
けた公職選挙法や政治資金規正法の改正など, 戦後日本政治史にその足跡
を残した
(１)
｡ ｢クリーン三木｣ なる呼称が著名であるように, ｢クリーン｣ な
イメージとともに語られることが多い｡ 長期にわたる自由民主党政権の中
で特筆すべきキャラクターであるにもかかわらず, 三木についてはイメー
ジが先行し, その政治活動が明らかにされたとは言い難い｡
近年の政治史研究, 自由民主党の研究を例に挙げると, 非自由党系の政
党が与えた政策面での影響などに注目が集まっている
(２)
｡ それに鑑みれば,
北岡伸一曰く ｢戦後はずっと保守の傍流を歩み｣, 自民党で ｢主流派と異
なる行動を取っ｣ た三木武夫
(３)
, を検討することは, 吉田茂の視点に偏しが
ちな戦後政治史を複眼的に検討するという点で重要な意味を持つ｡
それにもかかわらずこれまで三木があまり論じられてこなかったことに
は理由がある｡ それは資料的制約である｡ 近年 『三木武夫関係文書』 が明
治大学に運び込まれ, 整理後に公開予定である｡ 同文書が貴重であること
は論を俟たず, 研究の進展に繋がることは間違いない｡ とはいえ, 三木は
1
小 宮 京
キーワード：党近代化，サーヴィス・センター・トーキョー，福島慎太郎，
平澤和重，松本瀧蔵
三木武夫研究序説
｢バルカン政治家｣ の政治資源
ある時期まで年の暮れに自ら資料を焼却しており, 現存するのは事務所を
移動した後の1963年以降の資料が中心である
(４)
｡ それゆえ, 同文書の公開後
も, その実像には解明できない部分が残ることは確実といえよう｡
とりわけ制約が大きいのは占領期の政治活動と考えられる｡ 三木の異名
の１つに ｢バルカン政治家｣ がある｡ 三鬼陽之助によれば, 社会党の水谷
長三郎がつけたもので ｢片山内閣が出現したが, このとき, 党内は社会党
右派, 左派と民主党が政策的に対立したのに対し, 三木の国協党が, この
キャスチングボード
(ママ)
を握って, 時に漁夫の利的な立場を占めた事実を指摘
した｣ ものだという
(５)
｡ 吉田茂元首相が用いたとの説も存在する
(６)
｡ どちらが
正しいにせよ, 三木の占領期の政治活動を踏まえた呼称であることは確実
である｡ さらに, 公職追放解除によって戦後政界に復帰した岸は ｢政治家
として成長しているのは三木武夫と弟の佐藤栄作だ｣ と評した
(７)
｡ 他にも,
野党国民民主党に所属した三木を, 宮崎吉政は ｢政界有数のリーダー｣
｢紛れもなく党首的存在｣ (小宮注＝同党は最高委員制をとり党首不在) と
評した
(８)
｡ 有力政治家として衆目が一致していたのである｡ このように占領
期は三木の政治家としての成長期に該当し, 三木研究において重要な時期
といえよう｡ それに鑑み, 本稿は占領期を中心に三木について論じたい｡
占領期の三木に関する先行研究として, GHQ資料を用いた竹中佳彦や
福永文夫の労作は貴重である
(９)
｡ 三木が所属した協同党系の政党に関しては,
塩崎弘明, 竹中佳彦, 村川一郎, 小宮京の研究が存在する
(10)
｡ これらの先行
研究においても資料的制約, 即ち日本側文献の限界は克服されていない｡
占領期研究はGHQ関係資料の活用により著しく進展した｡ それに比し,
日本側の資料発掘は進んでいないのが現状である｡
こうした状況を打破するために, 日本側の関連資料と証言を積極的に収
集した｡ 具体的には三木周辺の人々やそのご遺族の証言である｡ 本稿は,
三木の政治資源に注目することで, その実像の一端を明らかにすることを
試みたい｡
最初に三木のイメージと実像を全般的に論じ, 次に占領期における政治
資源について, 最後に中道連立政権期の政治活動を論じたい｡
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第１節 三木武夫のイメージと実像
戦後の三木の政治遍歴を簡単に叙述する｡ 三木は戦前に代議士に初当選
して以来, 無所属を貫いていた｡ 三木は戦後直後は無所属であったがしば
らくして政党入りし, いわゆる中道政党の指導者として頭角をあらわした｡
1947年２月以降, 協同民主党の主導権を握ったことが第一歩であった｡ 同
年３月８日には, 国民党と合流し, 国民協同党を結成する｡ このとき三木
は書記長に就任した｡ ５月24日に成立した片山哲内閣に逓信大臣として入
閣し, ６月30日に委員長に就任した｡ 協同党系はいわゆる第二保守党系の
政党に次ぐ小政党であったため, 三木は幾度も中道政党の結集を試みた｡
1950年４月に国民民主党を結成すると三木は最高委員に, 後に幹事長に就
任した｡ 占領期に着実に地歩を固めたことが分かる｡ この間, 協同主義の
担い手として, また中道政治の担い手として存在感を示し続けた｡ 1952年
２月に結成された改進党では幹事長を務めた｡ 1955年の自民党結党以後は
大臣や党幹部を歴任し, 1974年, 総理大臣に就任した｡
内田健三は三木が総理に選出された理由を, ｢清廉｣ さと ｢党の体質改
善・近代化｣ の担い手としての期待だと指摘した
(11)
｡ その象徴が, 派閥の即
時解消を訴えたとされる ｢党近代化に関する組織調査会答申｣ (いわゆる
三木答申) であろう｡ 池田内閣期に出された同答申は, 派閥の弊害が叫ば
れる状況で大きな反響を呼んだ｡
内田の指摘する三木イメージと実像の乖離に触れたのが, 三木と付き合
いの長い三鬼陽之助である｡ 三木内閣の閣僚資産公開の評判が良くなかっ
たとし, その理由を ｢三木の清潔度にたいして一般の抱いたイメージが高
すぎたから｣ と結論付けた
(12)
｡ 一般のイメージが高すぎるとの指摘は三木の
政治活動全般に当てはまると考えられる｡
ここからは三木の政治資金や派閥について検討したい｡
第一点目, 政治資金について検討する｡
金銭面での潔癖さは三木イメージで最も重要なものであろう｡ これに対
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しては, 北岡伸一のように三木派は自民党の五大派閥の一角を占めたのだ
から ｢クリーン｣ といっても程度の違いでしかないとの見解も存在する｡
北岡は, 三木睦子の実家である森コンツェルンとの繋がりを考えれば実態
に即していないと指摘する
(13)
｡ これに対し, 三木と付き合いの長い三鬼陽之
助は, 三木武夫が閨閥について ｢ぜんぜん貰わなかったとは言わない｡ 若
干の援助は受けた｡ しかし, 全体の量からいえば, とるに足り
(ママ)
ない金額で
ある｣ という意味のことを洩らしたとする
(14)
｡ このように政治資金はその性
質上, 実態を把握しにくい｡ ともあれ, 金銭面での潔癖さというイメージ
が三木の最大のアピールポイントであることは間違いない｡
同時代の証言を検討すると, 後世のイメージに反し, 占領期から独立後
の時期は三木の資金調達能力が高く評価されていた｡ 例えば, 三木が幹事
長に就任すると ｢党本部の記者クラブのソファーや椅子が新品にな｣ り
｢三木の点数も上がった｣ という新聞記者の証言
(15)
, 大麻唯男や松村謙三と
比較し ｢かなりカネを集め｣ たという田川誠一の証言が存在する
(16)
｡
もともと, 戦後の政治家で個人事務所を構えたのは三木が最も早いとさ
れる｡ それどころか, 三木睦子によれば, 三木武夫は戦前から国会近くに
事務所を所有していた
(17)
｡ 戦後に中道連立政権を作るため, 西尾末広と話し
合った際には新橋の三木事務所で会合を開いた
(18)
｡ 改進党時代まで下っても
｢事務所を独自で持つような政治家は, 数えるほどしか｣ おらず, 改進党
幹部で個人事務所を所有するのは重光葵総裁と三木くらいだった
(19)
｡ 当時,
渡辺恒雄が三木を ｢いわゆる ｢革新派｣ (小宮注＝改進党革新派) として
は珍らしく ｢金集め｣ のベテラン｣ と評した
(20)
｡ このように事務所に注目す
るだけでも, 三木が同時代の政治家と比べても政治資金に恵まれていたこ
とが指摘できる｡
三木の資金源は, 政界では岡田勢一, 宇田耕一, 河本敏夫の三人であっ
た
(21)
｡ 岡田は実業界で活躍し, 徳島工業の社長, 東洋サルベージの重役を務
めた｡ 多額の献金のゆえに入閣序列第一位であり, 芦田内閣で運輸大臣に
推薦された
(22)
｡ 宇田は後に石橋湛山内閣経済企画庁長官に就任した｡ 河本は
後に三木の派閥を引き継いだ｡
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三木の ｢クリーン｣ というイメージの形成時期を明確に指摘するのは難
しい｡ ただ, 後年の田中角栄との対決イメージが定着してからひときわ強
調されるようになったとの指摘が存在する｡ 三鬼は三木内閣誕生後に周辺
が ｢この時とばかり“清潔度”を高揚, これ見よがしの態度を示した｡ 折
から田中“金脈”が, 非難ゴウゴウの渦中にあっただけに, 注目をひいた｡
なかには, 田中への非難がこうじて, 三木を神様扱いする者も現れた｣ と
する｡ 三鬼は続けて ｢田中が根っからの事業家に対し, 三木は政治家一本
で歩いてきたため, 田中のように, 直接“事業”には関係薄いが, 相応の
献金にあずかったことは事実｣ とも指摘している
(23)
｡
第二点目, 派閥に関わる事項を検討する｡
池田内閣期に提出された ｢党近代化に関する組織調査会答申｣ (いわゆ
る三木答申) で三木は派閥解消を主張したとされる｡ しかしながら派閥の
組織化において先駆けであったこともまた, 世上流布している三木イメー
ジとかけ離れた実像である｡ 派閥の研修会は三木が1950年に軽井沢で開催
したのがその嚆矢であるという
(24)
｡ 三木の通訳や秘書官を務めた國弘正雄は
｢自民党の他の派閥とは全く違う｡ ｢三木答申｣ の言葉を借りれば政治派閥,
親睦派閥ではない｡ 正真正銘の政策派閥である｡ 他に先駆けて政策研究所
を作り政策研修会を開いた｡ こんなことは与野党にかかわらず他の派閥は,
どこもやってなかった｡ (略) 三木派が最初にやったことは凄い｣ と記し
た
(25)
｡ この引用からも分かるように, 三木派の長所は ｢政策への熱意｣ とさ
れた
(26)
｡ 三木派が単なる派閥ではなく ｢政策派閥｣ と呼ばれたことは
(27)
, 好意
的評価の象徴であろう｡
派閥の組織化を進めたことは, 三木の政治的飛躍を支えることに繋がっ
た｡ 占領期から独立期にかけての諸政党で三木が幹事長や党幹部を歴任し
た背景, さらに党則や党組織に対する影響力は, 三木がいわゆる革新派の
指導者であったことを抜きに説明できない
(28)
｡
ここからは日本民主党結党時の人事と自民党時代のいわゆる三木答申を
具体例として取り上げたい｡
1952年に結成された改進党において, 三木は当初幹事長を務めた｡ だが,
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重光葵総裁のもとで, 三木ら改進党革新派は党内における影響力を減じて
いた
(29)
｡ 吉田内閣末期に保守合同や新党結成の動きが発生した｡ 最終的に改
進党は党ごと日本民主党の結成に参加する｡ その過程で, 三木は数の力を
背景に活躍した｡
新党論を大別すると, 岸信介 (自由党) の主張する新党論と, 三木や松
村謙三 (ともに改進党) の主張する保守二党論をベースとした救国新党論
とが対立していた｡ 改進党内で岸と呼応して活動したのが芦田均元首相で
ある｡ 岸や芦田は新党結成に向けて, 三木ら改進党革新派の切り捨てをも
視野に入れていた
(30)
｡ それが新党人事の対立として表面化した｡
新党創立委員会の人選について, 改進党革新派は, 鳩山一郎, 重光, 三
木武吉の３名に限るか, もしくは芦田を加えるならば三木武夫を加えよと
主張した｡ 新党準備会 (代表委員は, 芦田, 石橋, 岸, 重光, 鳩山) は,
鳩山, 重光, 三木武吉, 岸, 石橋, 芦田, 松村の７名を主張した｡ さらに
保守大合同を理想とすると声明に盛り込みたい新党準備会に対して, 革新
派は反対した
(31)
｡ 重光は ｢要するに準備会側は改進党革新派を排して第三党
を作る岸, 芦田構想に結集し, 創立委員会の代表委員を招請状発送の発企
人七名 (鳩山, 重光, 松村, 芦田, 岸, 三木武 [吉]) に局限せんと云ひ,
改進党側は発企人と代表委員会は別個のものであるから, 党勢に比例し改
進党より大麻, 三木等を追加すべしと主張するもの｣ とまとめた
(32)
｡ 最終的
に, 鳩山, 重光, 岸, 石橋, 芦田, 松村, 三木武吉, 大麻, 苫米地義三,
三好英之, 大村清一の計11名が選ばれた｡ 内訳は, 新党準備会５, 改進党
５, 日本自由党１である｡ 芦田が入り, 三木武夫の代わりに苫米地, さら
に改進党革新派に反発した岸系から三好を加え, 改進党から大麻, 新党準
備会から大村が加わった
(33)
｡ 直前まで, 改進党の松村幹事長は芦田ではなく
三木武夫を委員に推した｡ 芦田は新党準備会の代表であるという理由で,
岸が拒否したという
(34)
｡
また, 一時は綱領と政策をめぐり, 石田博英 (自由党) と改進党の若手
が激しく議論したという
(35)
｡ 最終的には新党準備会が作成した15大政綱が原
則的な了解を得, 改進党の意見を取り入れて修正された
(36)
｡
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新党の性格も紛糾の種となった｡ そもそも結成までに保守合同を主張す
る新党準備会と救国新党を主張する改進党革新派が激しく争った経緯があ
る
(37)
｡ 岸は小島徹三に何度も松村の態度に関する愚痴と合同取り止めを洩ら
した
(38)
｡ その岸が松村と新党の性格をめぐり対立し「わしはもう, 政治家を
やめる」と激昂する場面があった｡ 松村と歩調をあわせる三木を, 岸は
｢三木のような, ねばっこいというか, 執拗というか, 人間わざではない
ね｣ と評したという
(39)
｡ 最終的に松村と三木武夫は新党に参加した
(40)
｡ 三木武
夫は妥協を余儀なくされたのである｡
日本民主党の幹部人事は党内各派のバランス重視で決められた｡ 主要人
事を挙げれば (括弧内は旧所属政党), 鳩山総裁 (自由党), 重光副総裁
(改進党), 岸幹事長 (自由党), 松村政調会長 (改進党), 三木武吉総務会
長 (日本自由党) である｡
このとき最後まで紛糾したのが三木武夫の処遇であった
(41)
｡ その背景とし
て各派閥のなかでも岸派と三木の率いる改進党革新派が ｢実力において抜
きん出て｣ いたとされる｡ 政調会長に改進党中間派や芦田派が千葉三郎を
推すと, 改進党革新派が三木武夫を推すというように, 双方譲らなかった｡
その結果, 当初案の松村政調会長が実現した
(42)
｡ 総裁諮問機関である最高委
員とは, 取り巻きの影響を排除するために置かれた公的な総裁側近であり,
石橋, 芦田, 大麻が就任した｡ これに三木武夫を加えるべきとの議論があっ
たものの, 新党準備会側の主張が通り, 三木武夫は排除された｡
このように, 日本民主党の結党過程を検討すると, 三木武夫が改進党革
新派の勢力を背景に, 人事をめぐり, とりわけ岸と激しく対立した事が分
かる｡ 改進党時代に勢力を減じつつあったとはいえ, 三木は決して無視で
きる政治家ではなかった｡ 自民党時代の派閥と比べると, この頃の派閥は
未だ確固たる存在とは言い難いけれども, いわゆる革新派はとりわけ凝集
力の高い集団であった
(43)
｡ 三木はいわゆる革新派を率いることで, 政治的影
響力を行使したのであった｡
なお, 後年, 自民党時代の岸派の ｢譜代｣ 格として, 岸が商工相や国務
相兼軍需次官を務めた頃の商工省委員や軍需省委員の代議士らが挙げられ
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た
(44)
｡ 当時, 三木武夫も商工省委員や軍需省委員を務めていたことや, 戦時
中には岸の結成する新党 (後の護国同志会) へ参加すると目されていたこ
とに鑑みれば
(45)
, 岸と三木武夫の関係は実に興味深い｡
その後の保守合同に際して, 三木は当初は反対の立場を取った｡ 保守合
同の実現前, 三木は新党樹立を視野に入れ, 一度手放した事務所を再度手
に入れたという
(46)
｡ 最終的に自由民主党結成に参加した｡ 三木は第一次鳩山・
第二次鳩山内閣で運輸大臣を務めたが, 1955年11月22日に成立した第三次
鳩山内閣には入閣しなかった｡ 年末から東南アジア歴訪に出発する三木の
送別会を岸幹事長が開いた｡ その席には, 河野一郎, 池田勇人, 佐藤栄作
がおり, 岸は後に ｢僕は別として, 今後の自民党のリーダーには, 順次こ
の四実力者がなっていくものと思う｣ と語ったという
(47)
｡ この頃から既に,
三木が自民党の将来を担う政治家と目されていたことが分かる｡ 翌年, 石
橋湛山内閣の樹立に活躍し, 石橋総裁のもとで幹事長に就任した
(48)
｡ こうし
て派閥を率いるリーダーとして, 自民党内で確固たる地位を築いたのであ
る｡
次に, 自民党時代における三木と派閥に関して, 最も著名な ｢党近代化
に関する組織調査会答申｣ (いわゆる三木答申) を取り上げたい
(49)
｡ 同答申
や党近代化に関しては, 升味準之輔, 岡野加穂留, 北岡伸一, 小西應ら,
多くの先行研究が触れている
(50)
｡ ここではその政治的文脈のみ, 触れておき
たい｡
派閥に対する批判が高まる中, 最終答申が1963年10月17日に出され, 世
間で好評を博した｡ だが答申を出した三木調査会の政治性を指摘する向き
もある
(51)
｡ 第二次調査会長であった倉石忠雄が福田赳夫とともに党近代化と
派閥解消を訴え, 1962年１月30日に党風刷新懇談会を結成した｡ 常任世話
人は, 福田赳夫, 小島徹三, 塚原俊郎, 薩摩雄次, 坂田道太, 青木正, 倉
石忠雄, 小金義照の８名で, ６月24日時点の加入議員は120名に達したと
いう｡ ７月５日に倉石と福田の二人が党内各派の実力者に対して派閥の即
時解消を求めた｡ ７月14日の総裁公選では党風刷新懇談会は池田再選に反
対票を投じた
(52)
｡ このように事実上の池田倒閣運動の色彩が強かった党風刷
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新懇談会に対抗する形で, 池田首相は三木武夫を会長とする第三次組織調
査会を発足させた (10月４日)｡ ゆえに ｢三木答申｣ の意義は, 派閥解消
を訴えた内容よりも党風刷新懇談会の主張をとり入れることで反主流の策
動を封じた点にあったとの見解も存在する
(53)
｡ 党風刷新懇談会の中心メンバー
であった倉石忠雄の伝記は ｢三木答申｣ の内容について ｢節回しは三木調
であるが, さきの倉石案を大きくはみ出したものではない｣ と評価した
(54)
｡
要するに, 反主流派からの攻勢を池田首相は三木調査会を使うことでし
のいだのである｡ それが同時に三木のイメージ向上にも繋がったというの
が正確であろう｡
以上, 政治資金や派閥に着目し, 後世の三木イメージと比較しつつ, 検
討を加えた｡ 資金の豊富さのみで三木が評価されたわけではない｡ とはい
え理念を主張するだけで地位を維持し続けるのは困難である｡ 三木と同じ
く改進党革新派に分類される北村徳太郎は時間の経過と共に影響力を失っ
た｡ 理念や政策といった面のみならず資金面でも存在感を示し, 自派の結
集に関しても関心が高かったこと, それが三木武夫が政治的影響力を発揮
し得た理由である｡
このような三木の実態があまり報じられないのはなぜか｡
一つの理由として考えられるのは, 三木とメディアとの関係である｡
メディアは ｢人びとの認知に影響を与え｣ る役割を果たすと考えられて
いる
(55)
｡ つまり往々にして政治家のイメージ形成はメディアを通じてなされ
るといえよう｡ そのメディア対策に生涯一貫して強い関心を有していたの
が三木であった｡
前述した派閥研修会のメリットを整理した小林幸三郎は, 党の正式な会
議以前に ｢アドバルーン｣ をあげマスコミに報道させること, 自派の人々
に周知徹底することの二点を挙げる
(56)
｡ ここで登場するマスコミに報道され
ることの意味, 宣伝に対する鋭敏な感覚は, 1937 (昭和12) 年の初当選時
以来培われたものであった｡ 当時, 朝日新聞社が神風号を欧州へ飛ばして
おり, それに重ねて ｢神風候補三木武夫云々｣ と報じた｡ それが当選の追
い風になったこと, さらにロサンゼルスオリンピックの報道の経験などか
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ら ｢政治家と新聞情報関係は密接不可分との認識を持ち, 政治家となって
からは更にその意識を強くした｣ との樋口政市の指摘は重要である
(57)
｡ 三木
自身も後年 ｢神風候補ではえらく助かったね｣ と朝日新聞の記者・天野歓
三に伝えている｡ 天野は ｢三木が終生世論の, とくにマスコミの ｢怖さ｣
を意識して行動したのはこの時の強烈な印象もあってのことだろう｣ と指
摘する
(58)
｡ なにより党内や議会内における支持者の数で劣る政治家にとって,
一般大衆に向けた宣伝の持つ意味は限りなく大きい
(59)
｡ 三木武夫が首相時代
に三木おろしにメディアを使って対抗したことについて, 秘書官を務めた
中村慶一郎は三木首相の ｢そりゃね, 考えてみると私は40年間, こんなこ
とばかりしてきたんだからね｣ との発言を記している
(60)
｡
繰り返しになるが, メディアにおける三木は実態よりも美化されたきら
いがある｡ 後年, 記者が ｢三木をホメすぎ｣ たと反省するほど評判が良かっ
たのは ｢新聞記者に対する旺盛なサービス精神と, 気味がわるくなるほど
のスキンシップの効果のせい｣ だったとの指摘が存在する
(61)
｡ 記者にそう反
省させるほど, 三木のメディア対策は成功したのである｡
このように三木がメディアとの関係を重視したことは, 政治資金や派閥
といった批判されがちな側面についても, 三木武夫に対する好意的評価を
もたらしたのであった｡
以上, 三木武夫のイメージと実像について, 全般的に検討した｡
第２節 三木武夫の政治資源
ここからは三木武夫の政治家としての成長期にあたり, かつ, 三木研究
において重要な時期である占領期に焦点を当てたい｡
三木の政治資源としては, 従来から, 丸山眞男ら知識人との交遊や,
1960年代の政策ブレーンとして永井道雄や佐藤誠三郎, 村上泰亮らが知ら
れている
(62)
｡ それに比し, 占領期は矢部貞治が挙がる程度である｡ ここから
検討するのは, 占領期特有, かつ決定的な政治資源, すなわち外交官・知
米派
(63)
である｡ 管見の限りほとんど検討された事がないこと, さらに経歴も
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あまり知られていない事を踏まえ, 彼らの経歴や三木との関係など, 可能
な限り詳しく叙述したい｡
なぜ外交官・知米派が重要だったのか｡ 占領期には, 幣原喜重郎, 吉田
茂, 芦田均と外交官出身者が総理大臣を務めた｡ それはGHQとの関係が
決定的に重要であったからに他ならない｡ それゆえGHQとの ｢外交｣ を
担う人材は貴重な政治資源であった｡
戦後初期に実施された公職追放により, 戦前の指導者層や政党人は壊滅
的な打撃を受けた｡ このとき追放されなかった政治家にとっても, 公職追
放は後々まで脅威であり続けた｡ 例えば, 鳩山一郎は総理大臣就任直前に
公職追放された｡ 他に, 吉田茂による, いわゆるＹ項パージもその例であ
る｡ 吉田率いる自由党の競争相手であった民主党の指導部は, 1947年４月
25日の総選挙直前に幹部クラスが続々と公職追放された｡ ４月４日に楢橋
渡, ８日に犬養健, 石黒武重幹事長, 11日に地崎宇三郎幹事長, 保利茂と
いった具合である｡ 公職追放を活用したのは吉田のみにとどまらない｡ 西
尾末広と対立した平野力三の公職追放は, 権力闘争が反映された事例であ
る
(64)
｡ 公職追放とは政治的な死を意味し, 追放されるか否かは占領期の政治
家にとって死活問題であった｡ それを踏まえれば, 竹中佳彦が明らかにし
た, 三木に公職追放の危機が迫りながら公職追放から逃れた事実は
(65)
, 特筆
すべきことと評価できる｡
ここからは公職追放の政治的意味, さらにGHQの影響力を踏まえつつ,
論じたい｡
三木人脈の中核は, 福島慎太郎, 平澤和重, 松本瀧蔵の３名であった
(66)
｡
この三人について三木睦子は ｢政界入りしてからは別として, 三木武夫に
とって学生時代からの親友といえる友が三人いた｡ 松本瀧蔵, 平沢和重,
福島慎太郎のお三方である｣ と記した
(67)
｡ この三木睦子の指摘通り, 皆, 三
木が政界入りする以前からの付き合いであり
(68)
, 政界入り後も重要な役割を
果たした｡ 以下, 各人の経歴と三木との関係を叙述する｡
一人目の福島慎太郎は後年にいたるまで三木の有力ブレーンであった
(69)
｡
1907年に東京で生まれ, 東京帝国大学を卒業後, 1930年４月に外務省に
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入省した｡ ロサンゼルスやニューヨークでの勤務経験を有する知米派であっ
た｡ 戦時中はフィリピンで陸軍司政官を務め, 戦後は幣原喜重郎内閣で総
理大臣秘書官, 芦田均内閣で内閣官房次長を歴任した｡ 吉田との関係は良
くないと噂されたが, 1953年には吉田内閣で調達庁長官に就任した｡ その
後, ジャパンタイムズや共同通信の経営に携わり, 1987年４月２日に死去
した｡
ここで内閣副書記官長, 官房次長, 官房副長官について簡単に整理した
い
(70)
｡ 内閣副書記官長の設置は1945年９月19日, 東久邇宮稔彦王内閣での出
来事である｡ ｢副書記官長専任一人を置く｡ 勅任とす｡ 副書記官長は上官
の命を承け機務に関し内閣書記官長を輔く｣ とされた
(71)
｡ このときは高木惣
吉が就任した｡ 東久邇内閣退陣後は ｢副書記官長ノ後任モ置カザル方針ノ
由｣ であったが
(72)
, 幣原内閣でも置かれ, はじめは三好重夫, 次に木内四郎
が就任した｡ 第一次吉田内閣では周東英雄が就任した｡ 1947年５月３日,
日本国憲法施行とともに内閣書記官長が内閣官房長官に名称変更された｡
内閣副書記官長も内閣官房次長と変更された｡ 同年６月17日には片山哲内
閣のもとで内閣官房次長二人制となる｡ 滝川末一と曾禰益が就任した｡ 二
人制導入はGHQひいてはマッカーサーという権力に対応せねばならない
という当時の政情の反映であった｡ 提案者の竹本孫一によれば ｢一人は次
官会議を担当し, 一人はマッカーサー元帥係という案｣ として考えたとい
う
(73)
｡ 芦田内閣では福島と有田喜一が就任し ｢福島氏は対司令部関係の連絡
を担当し有田氏は一般官職, 政党その他の事務連絡に当たる方針｣ と報じ
られた
(74)
｡ 官房次長二人制における外交 (＝GHQ) と内政という役割分担
が理解できよう
(75)
｡ それ以後も長く二人制が続いた｡ 1949年には内閣官房副
長官に名称変更された｡ 鳩山一郎内閣期に, 国会議員が内閣官房副長官に
就任する際に国会手続き不要と改正された
(76)
｡ これにより国会議員を官房副
長官に起用することがスムーズに進められるようになった｡ その後, 政務
１名・事務１名体制を経て
(77)
, 1998年以降は, 政務２名・事務１名体制に変
化した｡
福島は外交担当の官房次長としてGHQと密接な関係を築いた｡ そのこ
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とは当時の政界でも周知の事実であった｡ それゆえ, 吉田自由党も池田勇
人や佐藤栄作ら各省次官経験者のように, 福島入党を画策したことがある
(78)
｡
1953年に吉田内閣で調達庁長官に就任すると占領期に ｢パージ問題, 司令
部折衝, 情報収集など得意の語学力にモノをいわせて縦横に活躍｣ と報じ
られた
(79)
｡ 同時代人の福島認識がうかがえよう｡
福島は芦田内閣の官房次長に就任した理由として, 第一に芦田との関係,
第二に西尾との関係, そして第三に三木との関係を挙げた｡ 曰く ｢三木武
夫氏の推薦であったかと思うのですが, 面倒くさいから聞いてないですけ
れどね｣ と
(80)
｡ 福島の推測が正しければ, 三木はGHQとの交渉の要である
官房次長に推挙したことになる｡
そもそも福島と三木の出会いは戦前に遡る｡ ロサンゼルス領事の福島を
訪ねてきたのが留学中の三木であった｡ 両者は意気投合し, さらに福島が
平澤を呼び寄せ, 三人は徹夜で飲み明かした
(81)
｡ 福島は1938年頃にアメリカ
留学中の松本を平澤に紹介されたとも回顧している｡ その頃, 福島は ｢対
米宣伝｣ 工作を行っており, 松本もそれに協力した
(82)
｡ 現地の新聞工作に従
事する福島は ｢エースプロパガンデスト｣ と呼ばれた
(83)
｡ この間の活動の詳
細は ｢アメリカにゐて内外の写真組織をどう見たか｣ や ｢P・R｣ といっ
た文章で少し触れられている
(84)
｡
外務官僚としての福島は革新派と位置づけられる
(85)
｡ 斎藤博大使を高く評
価したこと
(86)
, 福島が ｢河相 (小宮注＝達夫) 門下の優等生｣ とされたこと
(87)
,
田代重徳, 廣田洋二, 平澤ら革新派やその周辺と戦前から親しくしていた
など
(88)
, は福島や周辺が語ることである｡
福島は戦前に三木が代議士に初当選した直後に日本で会っている｡ それ
以来 ｢頼まれれば若干の助太刀もして来た｣｡ 具体的には ｢演説の下書き
や何か (略) 少しやった｣ という｡ 戦後福島が忙しくなったので代わりに
平澤を推薦した｡ 三木が総理に就任した際には ｢四〇年間君の応援団長み
たいなことで今日までやってきた｣ と語る関係であった
(89)
｡
ジャパンタイムズ社長時代の福島のもとで働いた清水実氏によれば, 福
島と三木の関係は深く, 福島は ｢三木内閣が出来たら外務大臣だ｡ だから
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選挙に出てくれ｣ と三木に誘われたと語ったという
(90)
｡ 三木がブレーンを集
めた朝飯会にも出席した
(91)
｡
ついでながら, 1950年に福島はプロ野球の毎日球団 (1949年設立) 社長
に就任した｡ 毎日オリオンズは現・千葉ロッテマリーンズの前身である
(92)
｡
社長就任までの経緯も興味深い｡ 福島曰く, 毎日新聞の重役から発行停止
を解いて貰うようGHQとの折衝依頼を受けた, 解決してしばらく経ち,
傍系会社である毎日球団が出来たので社長に就任した, という
(93)
｡ この事例
からも, GHQと交渉出来ることが当時は極めて重要であったことが分か
る｡
二人目の平澤和重は元外務官僚である
(94)
｡ 平澤の経歴は, 後述する ｢サー
ヴィス・センター・トーキョー｣ の 『定款
(95)
』 (以下 『定款』 と略記) に記
載された履歴書に従った｡
1909年に香川県に生まれた｡ 1934年に高等文官試験外交科試験に合格し,
1935年３月に東京帝大法学部政治学科卒｡ 同年４月より外務省書記生に任
じられた｡ 米国に赴き, 1936年７月にベイツ大学を卒業した｡ 同年８月か
ら1938年４月まで外交官補として在米大使館に勤務, 1938年５月から1941
年４月まで外務省アメリカ局第一課に勤務した｡ 同年４月にはニューヨー
ク総領事に任じられた｡ そこで寺崎英成らと対米工作を担った｡ 春名幹男
は平澤について ｢ニューヨーク総領事として勤務, 情報担当をしていた｡
在ワシントン大使館の情報担当一等書記官, 寺崎英成はニューヨーク入り
すると, 必ず平沢に会った｣ と指摘する
(96)
｡ 寺崎英成は戦前のFBIの報告書
で ｢アメリカにおける日本のスパイの責任者の地位にある｣ と指摘された
人物である
(97)
｡ 日米開戦翌日の12月９日に, バルバドスで平澤ら外交官４名
と夫人２名がアメリカに引き渡されたと報じられた
(98)
｡ ご遺族によれば, 外
務省の指示で, 開戦直前に南米に逃れたところで捕えられたそうである
(99)
｡
他の外交官たち同様, ヴァージニア州のホット・スプリングスでのホテル
｢ホームステッド｣ で抑留生活を送った
(100)
｡ その後, ホワイト・サルファー・
スプリングスのグリーンブリエル・ホテルに移動させられた
(101)
｡ 1942年８月
に第一次交換船で帰国し, 同年11月から1945年１月まで大東亜省総務局総
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務課に勤務した｡
外務官僚としての平澤は ｢白鳥敏夫を尊敬していたこともあった｡ 人脈
の面で言えば, 斎藤博ら, 革新派に連なるといってもよい｣ 人物である
(102)
｡
戦時中の1944年３月３日の時点で白鳥大臣説を主張した
(103)
｡ 在米大使館時代
には斎藤大使秘書を務めた
(104)
｡ 戦前, 外務省に入省した吉野文六は, 当時の
平澤を ｢対米戦争を恐れるべきでないと主張する｣ ｢右派｣ と聞いたと証
言した
(105)
｡ ちなみに, 1939年２月26日に斎藤前大使が亡くなると, 現職で
はなかったにもかかわらず, アメリカ政府はアストリア号で遺骨を返還し
た
(106)
｡ その段取りをつけたのは福島であった
(107)
｡ 日本側でアストリア号の歓迎
委員会を組織したのは三木であった
(108)
｡ 関連して, 三木は 『斎藤大使帰る』
というドキュメンタリー映画を作成したことがあるという
(109)
｡
戦争末期, 平澤ら外務省革新派は, 岸信介のグループとも接点を有して
いた
(110)
｡ 岸が戦争継続派であったことは良く知られている
(111)
｡ その頃, 平澤は
小川清四郎とともに総理大臣官邸に建白書を持参した｡ 外務省革新派の連
名によるものであった
(112)
｡ 小磯首相宛てに ｢外交界ノ一大刷新ヲ熱望スル建
白書｣ を提出した ｢幹部首謀者｣ に平澤の名前が挙げられた｡ 彼らは豊富
な運動資金を有していると見られ, その資金源は ｢一説ニ岸信介系ニ在リ
ト称セラ｣ れた
(113)
｡ この建白書事件の結果は ｢お咎めなし｣ との説もある
(114)
｡
だが 『定款』 の履歴書には1945年１月に休職と記載されている｡ 関係者の
証言によれば, 小磯首相宛に出したことが越権行為とみなされ譴責処分と
なったという
(115)
｡ これらの事実からも処分を受けたと解釈するのが妥当であ
ろう｡ 敗戦からしばらく経った1946年６月, 平澤は外務省を退官した｡
正確な時期は判然としないが, 戦後, 前述した福島が自らの代わりとし
て三木に推薦したのが平澤であった｡ 福島によれば, ｢以来戦後三〇年間,
三木さんの演説みたいなものはほとんど平沢が書いたわけでしょう｡ 簡単
な記者会見みたいなものでも平沢に相談するということで今日に至ってい
る｣ というように, 三木にとって重要な役割を平澤は果たした
(116)
｡
他に, 三木のアメリカ人との交友も, 平澤の関与が推定される｡ 一例を
挙げれば, ハリー・カーンは ｢三木武夫氏は, 友人の平沢和重氏を通じて
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知った｣ と言及した
(117)
｡ 國弘正雄は, マスキー上院議員を日本に招聘する際
に平澤が尽力した話を紹介している
(118)
｡ 他にも, 三木首相時代には, 平澤は
外交ブレーンとして活躍し, 独自に訪米前の地ならしを行ったりもした
(119)
｡
福島は平澤との関係について ｢お互いのアメリカ時代, 時の駐米大使斎
藤博氏の感化を受けたこと, ともに外務省時代はほぼアメリカ専門の仕事
であったこと, その後の人とのつながりが, ともに三木武夫, 松本滝蔵と
いえる人々からはじまったこと, 二人三脚で ｢ジャパンタイムズ｣ の再建
を果したことなど, 彼との交友なくしては私自身の人生も考えにくい｣ と
振り返った
(120)
｡
三木と福島, 平澤との関係について, 内田健三は ｢平澤に関しては意見
を聞いているというより, つるんでいるという感じ｡ 福島慎太郎は, 意見
を聞いていたという感じだった｣ と評した
(121)
｡ 経歴に鑑みても妥当な評価で
あろう｡ 三木睦子も平澤について ｢外国旅行の大半は平沢さんと一緒だっ
たことからしても, 気のおけないウマの会う友人だった｣ と評している
(122)
｡
平澤が亡くなるまで三木との親しい関係は継続された｡ 平澤は三木派の
研修会に顔を出し, 三木総理時代には官邸の裏口から入って話し込んだ｡
平澤が入院すると, 三木総理はSPがいるので面倒だったにもかかわらず,
病床まで見舞いに来た
(123)
｡ 1977年３月７日に死去した｡
三人目の松本瀧蔵は日系２世の代議士である｡ 松本の経歴も 『定款』 記
載の履歴書に従った｡
1901年に生まれ, 1920年にカリフォルニアのフレズノハイスクール卒,
同年９月カリフォルニア工科大学に入学するも, 1921年２月に日本帰国の
ために退学, 同年３月広島市立應陵中学校三年に編入, 1925年４月に明治
大学予科に入学, 1930年３月に明大商学部を卒業した｡ 同年４月に明大商
科専門部講師, 1933年５月に同助教授, 1935年６月に明大商学部助教授に
就任した｡ 1937年２月にハーバード大学院に入学, 1938年６月に卒業した｡
1939年６月に明大教授に就任した｡
息子の満郎氏によれば, 瀧蔵に大学に残ることを勧めたのは, 商学部長
の ｢しだ先生｣ であったという
(124)
｡
(桃山法学 第22号 ’13)16
学生時代の松本については, 戦後GHQに勤務したポール・ラッシュと
の関係が特記されよう｡ ポール・ラッシュは清里や立教大学との関わりで
著名である｡ ESS (イングリッシュ・スピーキング・ソサエティー) の大
学連盟設立を当時立教大学に勤務していたポール・ラッシュが発案した｡
早稲田, 立教, 明治, 東京商科, 慶応義塾の５校で連盟を設立し, その運
営を担当した３名の中に学生だった松本がいた
(125)
｡ ポール・ラッシュは ｢グ
ルー大使の時代に, 松本君をハーバード・ビジネス・スクールへ推薦｣ し
たと日記に書いた
(126)
｡ その後も松本とラッシュの良好な関係は続いた｡ 1934
年に東京学生アメリカンフットボール連盟が設立されると, 初代理事長に
ポール・ラッシュ, 書記長に明大教授の松本という陣容となった
(127)
｡
松本の専門は, 広告・宣伝であった｡ その著書に ｢第十五講 廣告と科
學の一考察｣ 加藤信孝編 『廣告講座 十六講』 (明治大學廣告研究会,
1933年) 所収や, ｢第一章 P・Rの歴史及び理念｣ 佐々木吉郎編 『P・Rの
基礎知識』 (東洋書館, 1951年) 所収などがある｡ 戦時中には ｢国際宣伝
の再検討｣ といった論文も発表している
(128)
｡
戦前戦後を通して, 松本はアメリカ通として日本に米国事情を紹介して
いる
(129)
｡ それにとどまらず, 戦時中の講演によると, アメリカで日本の立場
を弁明していたことが分かる
(130)
｡
戦時中, 松本はフィリピンで活動した｡ これは, 前述した, 留学時代に
接点を持った福島との縁によるものである｡ 福島はニューヨーク時代に平
澤を介して松本と知り合ったとする
(131)
｡ ちなみに, 満郎氏によれば, 福島と
の縁は, 瀧蔵が留学中に大陸横断に挑戦し資金が尽きた時に, お世話になっ
たという
(132)
｡
戦後, 松本に政界入りをすすめたのは三木である｡ 同時に三木は ｢GHQ
の出入りをすゝめた
(133)
｣｡ 松本と三木は戦前の明治大学時代以来の付き合い
で, 三木のアメリカ留学は松本が斡旋したという
(134)
｡ 松本は1946年に衆議院
議員に初当選した｡
松本はハーバードを出たこともありGHQ内に知己が多く, 英語にも定
評があった｡ それゆえGHQと交渉する際に通訳を頼む者も多かった｡ 片
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山内閣で外務政務次官に就任した経緯は, 西尾に提供したGHQ情報が正
確であったため, ｢その功を買われてとくに懇望され｣ たと報じられた
(135)
｡
その後の活躍も目覚しく, 同じく政務次官だった小坂善太郎は ｢当時英語
が米国人並みに出来る代議士としてG・Sの信用絶大であった｣ と表現し
た
(136)
｡ 大蔵省の予算編成権を内閣直属に移管させようとする計画をいち早く
入手し, それが小坂大蔵政務次官を通じて池田勇人事務次官に伝えられた
ことで素早い対応が可能となったという
(137)
｡ 芦田の総理就任前, GHQの意
向をいち早く松本が入手し, それが三木に伝わっていた
(138)
｡ 他にも, 芦田内
閣組閣時にGHQと閣僚について折衝したという松本の証言は
(139)
, 芦田の日
記から裏付けられる
(140)
｡ GHQに勤務したウィリアムズは ｢日本政府とGHQ
の複雑な相互関係に関する知識では, どの日本人も松本にはかなわなかっ
た｡ 松本の日米双方の関係者に対する大きな影響力の源泉は, この知識で
あった｣ と記す
(141)
｡ このように, GHQに対して非常に太いパイプを持ち,
政治活動をしていたのが松本であった｡ とりわけ政変の際は, 松本を通じ
て入手されるGHQ情報の価値は高かったといえよう｡ GHQとの折衝を担
当しているのだから, 松本を通じて工作が展開されることもあった｡ 例え
ば, 芦田の資金面を担っていた菅原通濟は昭電疑獄が大事になりそうだと
の情報を得た際に ｢福島慎太郎か松本瀧蔵でもいいから下話させろと……
進めたが｣ と, わずかながらその工作に触れている
(142)
｡
松本が活躍できた背景には, ハーバード卒という経歴のみならず, スポー
ツを通じた人脈も存在した｡ 前者に関して, 岡野加穂留明大教授によれば
｢ハーバード大学の同窓生が (略) 来ていて, 直接交渉が出来るので好都
合｣ と松本が明大の講義中に話したという
(143)
｡ ある記者は同窓生としてケー
ディスやラウエルの名前をあげる
(144)
｡ 後者に関して, 既に述べたラッシュと
の関係でも触れたが, 松本は戦前からスポーツに関わっていた｡ 野球や水
泳を例に述べる｡ プロ野球やアマチュア野球がGHQ関係者に働きかけ復
活を遂げたことは良く知られている｡ ESSでマーカット少将に仕えたキャ
ピー原田という日系人二世の評伝には松本の名前が出て来る｡ 原田と松本
はアメリカプロ野球チームサンフランシスコ・シールズ来日などで共に活
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動した
(145)
｡ 松本の息子・満郎氏は子供の頃, 大リーグ選手からサイン入りボー
ルなどを貰った記憶について語っておられた
(146)
｡ なにより, マッカーサーと
の関係を深めるきっかけとなったのもスポーツであった｡ 松本は ｢戦後初
のスポーツ水泳使節団をアメリカに引率していった時｣ に ｢マッカーサー
にじかに接触し｣ たとする
(147)
｡ この水泳使節団とは, 古橋廣之進が ｢フジヤ
マのトビウオ｣ として著名になった渡米を指す｡ 大会からの ｢帰還報告｣
中で, 松本は ｢特にスポーツ愛好者のマーカット少将｣ の名前を挙げ感謝
を表している
(148)
｡ こうした実績を踏まえ, 松本はスポーツの世界でも著名で
あった｡ それゆえオリンピック関連の座談会に招かれることも多かった
(149)
｡
このように一見政治とは無関係に思われるスポーツを通じて, 松本の人脈
はGHQ内部に広がっていた｡ 松本は外国人に ｢フランク｣ の愛称で親し
まれた
(150)
｡
松本と福島との関係であるが ｢福島氏は, 松本の実質的な選挙事務長を
やっていた｡ 広島で選挙の際には, 指揮をふるっていた｣ という
(151)
｡
三木の徳島事務所長を務めた樋口政市は, 松本を ｢三木の頭脳集団の一
員｣ と評し ｢その素晴らしい語学力と情報広告を専門とする学識など日系
二世としての立場を駆使しての影響は大きなものがあった｣ とする
(152)
｡
サンフランシスコ講和会議には国民民主党から参加した｡ 第一次から第
三次鳩山内閣まで内閣官房副長官を務めた｡ 第一次岸信介内閣では外務政
務次官として, 首相訪米にも同行した
(153)
｡ 1958年11月２日に死去した｡
ここまで叙述した福島, 平澤, 松本が結びつくのが公職追放解除である｡
福島は政府内で追放解除関連の仕事に従事していた｡
平澤と松本は共同で組織を立ち上げた｡ それが ｢サーヴィス・センター・
トーキョー｣ (以下 ｢サーヴィス・センター｣ と略記), 正確な名称を ｢財
団法人啓明社｣ という組織である
(154)
｡
設立の経緯を関係者の証言に依拠し叙述する
(155)
｡ 岩手に疎開していた関係
者のもとに平澤から手紙が来た｡ 平澤は手紙で, サーヴィス・センターの
構想を披露し, 交換船で帰国した坂西志保の意見を求めるよう, 依頼して
きた｡
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坂西志保は, 1896年に北海道に生まれた
(156)
｡ 1922年に渡米し, ホイートン
大学卒, ミシガン大学大学院から哲学博士を授与された｡ アメリカ議会図
書館日本課長として活躍した事で知られる｡ 日米開戦後に交換船で日本に
帰国し, 戦時中は, 外務省嘱託, 太平洋協会アメリカ研究室主幹などを務
めている｡ 戦後は, アメリカ通の評論家として活躍し, 政府委員等を歴任
した｡
そもそも坂西と平澤の交友は戦前に遡る｡ 接点は斎藤博駐米大使である｡
斎藤は坂西を話し相手としており
(157)
, 斎藤の死後に編まれた追悼本には坂西
が寄稿した
(158)
｡ 平澤は坂西の追悼本に ｢在米大使館時代の坂西さんと斎藤大
使との交遊｣ を寄稿予定だったが亡くなった
(159)
｡ 平澤は ｢不思議なくらい斎
藤, 坂西両大先生のお気にいり｣ であったという
(160)
｡
関係者が坂西のもとを訪れると ｢同じ事をやろうとする人がいるはずだ｡
皆が別々にやっていると, 別々に同じような費用を出費しないとだめなの
で無駄になる｡ 一緒にやれば, かかる費用を無駄にせずにすむ｡ だから同
じ志を持った人と一緒にやったらどうか｣ という助言をもらった｡ サーヴィ
ス・センター設立は1946年７月20日で, 平澤退官の１ヶ月後にあたる｡ な
お, 坂西は1945年９月から11月まで占領期にGHQに勤務した
(161)
｡ 部署は
CIC (Counter Intelligence Corps) であったという
(162)
｡
一方, 松本は ｢友人の福島慎太郎氏や平澤和重氏などと相談して｣ 設立
したと回想している
(163)
｡
サーヴィス・センターの 『定款』 で注目すべき点を挙げていこう｡ 表紙
には設立者として, 松本の名前が書かれている｡ 社の理事として掲載され
た設立者の履歴書には, 松本, 平澤, 東ヶ崎潔, 岡庄五, 村田五郎の順番
で出ている｡ 松本, 平澤の経歴は前述の通りである｡
東ヶ崎潔は1895年にサンフランシスコで生まれた｡ 1920年にカリフォル
ニア大学を卒業し, 帰国後外務省に勤めた｡ 1941年にジャパンタイムズ入
社, 編集局長を経て, 社長を務めた｡ 福島と東ヶ崎は戦前以来の付き合い
であった
(164)
｡ 東ヶ崎は未だ官職にあった福島の名代として名前を連ねたと理
解するのが妥当であろう｡
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岡庄五は1902年に生まれた｡ 早稲田大学を卒業後に渡米, 現地の工場で
経営を学んだ｡ 1927年日本ビクターに入社, 1941年に東宝に入社した｡ 岡
は1947年３月以降, 新会社となった東京會舘の代表取締役を務めた
(165)
｡ なお,
岡が死亡した後は, 理事は吉原政智という東京會舘の社長に交代したとい
う｡
村田五郎は1907年に生まれた｡ 1930年カリフォルニアの ｢ホチッテイヤ
大学｣ に入学, 1932年に ｢ロスアンヂヱルス・タイムス・シンヂケート｣
に入社し, 1946年現在同社の監査役編集局次長の地位にあった｡
この５名の共通点はアメリカ経験を有することであった｡ 会社の意図は
｢設立趣意書｣ に曰く ｢今日の日本はアメリカを主体とする聯合軍の占領
下に在り占領軍側との意見の流通は洵に大切な事である｡ 考へ方, 仕事の
遣り方, 言語の相違等の為に其の間誤解を生ずる様な事が有っては残念で
ある｡ (略) 我々がアメリカ関係者及団体の連絡役を勤め得れば幸である
と思ふ｡ (六) 我々はアメリカに宿縁を有し, 彼の地に長く滞在し, アメ
リカを理解すること深しと信ずるものである｡ 従って事態は我々として次
の事を決意せしめる｡ イ, 右の線に沿って国民を啓発しよう｡ ロ, 国際
的相互理解の増進に貢献しよう｡ ハ, 共同目的達成の為内外の友人と協
力しよう｣とされた (『定款』 ２頁)｡ 事業内容には ｢一, 討論, 講演, 出
版等による民主的精神の拡充 二, 語学の障碍除去に依る渉外関係の円滑
化 三, アメリカ関係者相互の連絡 四, 其の他本社の目的達成に適当な
る事業｣とあり (同前,３頁), ｢事業計画書｣ には ｢一, 文化啓発 Ａ, 座
談会及討論会の開催 (｢ディスカッション・グループ｣ を作り日米両者の
意見交換, 人的接触の機会を提供する) Ｂ, 文化講座の開催 Ｃ, 国際
問題に関する講師派遣 Ｄ, 米国文化紹介 (音楽会等開催)｣ ｢二, 言葉の
サーヴィス Ａ, 英和両翻訳 Ｂ, 通訳 Ｃ, 広告又は商標用英文作成
Ｄ, 英会話の教授｣ ｢三, 民間渉外事務援助｣ ｢四, 二世に対する ｢インフォ
メーション・サーヴィス｣ 及親睦斡旋｣ ｢五, 同様目的を有する他団体と
協力 (特にアメリカ研究団体相互の連絡)｣ などが並ぶ (同前, ９頁)｡
サーヴィス・センターの陣容は, 松本が理事長, 平澤がナンバー２の専
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務理事, その下に, 中野賀章が総務部長格, 松本の秘書でもあった野中孝
一, であった｡ さらに下に, 英語力のある, 明治大学のESS出身者等,
２, ３人が入れ替わり立ち替わりという状態で運営された
(166)
｡
英語の講習会や翻訳といった業務の他に, 会員制クラブ ｢Pacific citi-
zens club (太平洋市民クラブ)｣ を経営していた｡ このクラブは, 平澤が
友人を中心に, 法人・個人の会員を集めたものである｡ 日本人が主な対象
で, 法人会員には, 日本興業銀行や東京銀行, 長谷川工務店が名を連ねた｡
昼も活動していたが客はほとんどおらず, 夕方５時頃からビールを出した｡
特別に総司令部からビールの配給を受けていたことで可能となっていた｡
美空ひばりが来て歌ったこともあった｡ 後に同種の店が増えると, 同クラ
ブはいつの間にか消滅したという｡
このクラブに関しては, 東京會舘の社史に, 三木, 平澤, 松本らが ｢東
京會舘別館を拠点に ｢パシフィック・シティズンズ・クラブ・オブ・トー
キョー｣ を結成し｣ たとの記述が存在する｡ 前述の関係者の証言とは名称
に若干の差異が存在するが, 同一の組織と判断してよかろう｡ 社史では,
さらに, 三木や平澤らが ｢東京會舘の事業についても側面からさまざまな
協力をしてくれることになった｡ そのアドバイスは, 東京會舘にさまざま
な形で利益を与えた｣ との意味深長な記述が続く｡ それ以上の具体的な記
述は存在しない
(167)
｡ なお, 三木夫妻は結婚式を東京會舘で挙げたという縁が
ある
(168)
｡
サーヴィス・センターの最大の業務は公職追放解除に関連する活動であっ
た｡ 福島は ｢追放解除問題時代があるのですが, その時にはよく松本さん
の所にいろんなやつが話を持ちこんで来て, 松本君がGHQにかけ合った
り, 内閣のほうはまた私が舞い戻って, 追放解除問題をやっていましたか
ら, 私のほうへ持って来たりね｣ と証言した
(169)
｡ 具体的には公職追放中の政
財界人からの依頼を受けて総司令部に対して追放解除を働きかけることを
請け負い, 嘆願書の作成, 資料作成等を行った｡ 松本や平澤の人脈を駆使
し, 追放解除を成功させた｡ それゆえ, 巷間 ｢対マ司令部折衝部｣ と呼ば
れた
(170)
｡ 当時, 東京會舘別館に通っていた社会党代議士, 高瀬傳は ｢松本滝
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蔵君がここに事務所をかまえていて, 奥さんともども常連であったし, 平
沢和重, 福島慎太郎君などが夕方になると毎日集まってきては, 連合軍の
対日政策の情報などを話題にして, いっしょに熱をあげたものだ｣ と回想
している
(171)
｡ こうした回顧からも, 日本の民間におけるGHQ対策の最前線
であったことが理解できよう｡
サーヴィス・センターの本社事務所は, 東京會舘の所在地
(172)
である ｢東京
都麹町区
(173)
丸ノ内三丁目十二番地｣ に置かれた (『定款』 ３頁)｡ 関係者によ
れば, サーヴィス・センターは東京會舘別館２階にあった
(174)
｡ これは東京會
舘本館に続き, 別館も占領軍に接収されそうになったところ, 平澤や松本
が奔走し接収を免れたため, 無料で提供されたそうである｡ 衆議院議員に
当選した松本の事務所も同じ階にあった｡ 福島も同様の証言を残した｡ 曰
く ｢東京会館
(ママ)
の別館に松本君の事務所があって, 東京会館というやつが,
いまの東京会館－建て直したけれども, どうもアメリカ軍がやたらに建物
を接収するので, 東京会館も危険だということで, ぼくはあまり関わり合
わなかったけれども, 松本だとか, 平沢だとかいう連中が東京会館に頼ま
れて, 接収をよけるようにGHQと談判したりして, その代りといっちゃ
柄もあまりよくないかもしれないけれども, 中に一室事務所をもらって,
そこで東京会館の助太刀をしてやったりしたことがあります｣ と
(175)
｡
話を戻すと, サーヴィス・センターの公職追放解除の業務に関して, 松
本の秘書であった野中孝一によると, 政治家では犬養健, 松本治一郎
(176)
ら,
財界人ではサントリーの鳥井信治郎が依頼に来たという
(177)
｡
関係者によると, 他にも, 古荘四郎彦 (元千葉銀行頭取) や, かつて平
澤を批判した外務官僚なども足を運んだ｡ 軍人は来なかった｡ そしてサー
ヴィス・センターの事務所には三木が始終顔を出していたという｡ 関係者
の証言は, 前述した東京會舘の社史とも符合している｡
このように占領下に活躍したサーヴィス・センターは, 独立後の1951・
1952年頃に自然消滅したという証言者もいた
(178)
｡ 占領終結とともに, その主
たる機能が失われたと解すべきであろう｡
彼ら, 三木周辺の外交官・知米派の公職追放解除に関するカウンターパー
三木武夫研究序説 23
トに関して, 前述したポール・ラッシュがその一人と推測できる｡ ラッシュ
と松本との戦前以来の関係, ラッシュが ｢戦犯をつくり出すより, 頼まれ
てもみ消す方が多かったのではないか｣ と評されたこと
(179)
, 1979年にラッシュ
が亡くなると福島が葬儀委員長を務めたこと
(180)
, 等々に鑑みれば, ラッシュ
と密接な関係が存在したと推定されよう｡
サーヴィス・センターの公職追放解除関連の資料に触れておく｡ 谷川和
穂元代議士は初当選後に松本の議員会館に伺った際, 山積みになった資料
を目撃した｡ 松本は ｢公職追放関連の資料｣ だと語った
(181)
｡ ご子息の満郎氏
からは, 松本瀧蔵に関連する資料は何も残っていない, それは瀧蔵死後,
事務所を整理した際に, 瀧蔵の妻・綾子が処分したのではないかとご教示
頂いた
(182)
｡ こうした事情のため, サーヴィス・センターの活動内容について,
証言以外に依拠することが不可能である｡
以上をまとめると, 福島慎太郎, 平澤和重や松本瀧蔵といった政府内外
で活動する外交官・知米派の人脈が期待できる場所, それがサーヴィス・
センター・トーキョーだった｡ こうした公職追放解除など対GHQ交渉に
活躍する人々は, 戦前から三木と密接な関係を有していた｡ 占領期におい
て, 彼らが三木にとって極めて貴重な政治資源となったのは間違いない｡
第３節 中道連立政権期の政治活動
ここからは, 前述した三木人脈に注目しつつ, 占領期, とりわけ与党と
して活躍した中道連立政権期における三木武夫の政治活動を叙述したい｡
戦後直後の三木が無所属であったことは前述した｡ 実は, 鳩山一郎に自
由党に誘われるも断った経緯がある
(183)
｡ 鳩山に誘われたのは三木の岳父・森
矗昶が政友会代議士であったことも関係するだろう｡ 三木睦子によれば,
四宮久吉都議会議長が鳩山の代理として三木を訪ねてきたという
(184)
｡
最初に, 三木が小政党を率いる立場にたったのは, 公職追放の影響であっ
た｡ 三木が所属する協同民主党の山本実彦委員長について, 塩崎は ｢山本
の追放 (昭和21年６月) はGHQに近かった井川や二階堂進らの力でいっ
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たんは追放を免れた (昭和21年７月) が, 結局民政局の考え方を変えるに
至らず追放ということになった (昭和21年12月, 最終決定翌年２月)｣ と
論じた
(185)
｡ 一方, 追放を免れた三木は, 山本委員長の追放や井川書記長の死
去のタイミングを逃さず, 同党の主導権を握った｡ 公職追放を逃れたこと
が三木の政治的台頭をもたらしたのである｡ 公職追放されなかった時点で,
三木はGHQから期待されていたとの推定が働く｡ 後に三木は当時のこと
を ｢まだ三十代の僕が小なりとはいえ一党を預かることになった｡ この時
ぐらい双肩の重さを感じたことはない｣ と振り返った
(186)
｡
その後, 三木は協同民主党を率い, 国民協同党を結成した｡ 結党時, 三
木は書記長に就任した｡ 1947年５月24日に成立した片山哲内閣で逓信大臣
に就任した｡ ６月30日の第２回党大会で三木は初代委員長に就任した｡ 片
山内閣の閣僚割当が各党の議席比で計算すると国民協同党は閣僚1.5ポス
ト (0.5は法制局長官) だったところ, 三木が粘り腰で閣僚２を獲得した
ため, 党内の声望が急速に高まったからであった
(187)
｡
ところで, 当時取材にあたった後藤基夫は ｢GHQ情報を三木がフルに
利用して政治工作をしたので, 国協党は注目を浴びていた｣ と語る
(188)
｡ 当時
の政治状況を見れば, 自由党の吉田茂総裁はマッカーサーとの関係を誇示
し, 政局を自らに有利に展開させていた｡ 第一次吉田内閣で外務次官を務
めた寺崎太郎は, 益谷秀次が ｢爺さん (吉田のこと) は, コンガラか
(ママ)
ると,
これは元帥 (マッカーサーのこと) のいったことだ, という｡ そばで誰も
聞いているものがいないのだから, 手がつけられない｣ と述懐したとする
(189)
｡
新聞記者の天野歓三によれば, 三木は次第にGHQとの関係を深め ｢首相
以外には滅多に会えないマ元帥とも会見できるようになった｡ これまでな
るには三木の米国留学中からの知己である国協党所属議員の松本瀧蔵の存
在が極めて大きい｣ とされる
(190)
｡ 松本は ｢吉田首相の或る大切な政治的訪問
の直ぐ後で, 当時の野党, 国民協同党の委員長三木武夫氏とともにマック
に会って, 首相に話したと同様の話を聞いて帰り, 随分恨まれた事があっ
た｣ と振り返った
(191)
｡ このように野党時代の三木もまたGHQとの密接な関
係を武器に政治工作を繰り広げたのである｡
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中道連立政権期の三木については多くを繰り返さない｡ 芦田均内閣で内
閣官房次長を務めた福島慎太郎や外務政務次官を務めた松本ら, GHQと
日本政府の交渉の要路を抑えていた三木の政治上の立場が著しく強化され
たのは当然の帰結であった｡
最後に, 占領期における三木首班の可能性について若干の考察を行う｡
芦田内閣は昭電疑獄により崩壊するが, その末期に起きた, いわゆる山崎
首班事件を再検討したい
(192)
｡
野党民主自由党 (以下, 民自党と略記) の吉田茂総裁の首班を阻むため
に, 民自党の山崎猛幹事長の首班擁立を与党が模索した｡ 元々の発案者は,
吉田を嫌うGS (民政局) であったとされる｡ 当時, 三木は芦田内閣を構
成する連立与党の一角, 国民協同党を率いる委員長であった｡ 国協党も山
崎首班に賛成であった｡
前述した三木人脈も活動していた｡ 一例として ｢福島氏は松本滝蔵氏お
よびかつての外務省革新派の一人平沢和重氏 (中略) らと東京会館の一角
にあるセントラル・サービス・ステーションに屡々会合, 四党連立工作を
進め吉田首班阻止の潜行的活動には軽視出来ぬものがあった｣ と報じられ
た
(193)
｡
重要なのは, このとき三木も首班候補として名前が挙がっていたことで
ある｡ 当時から新聞などでも ｢三木氏一派は山崎内閣も実現不能の場合三
木内閣を夢見て, 工作に参加していたもの｣ と目されていた
(194)
｡
具体的には, 芦田の首相辞職後に三木首班の話がGHQからもたらされ
た
(195)
｡ マッカーサーから三木に次期政権の打診があった際に, 通訳としてそ
の場に立ち会ったのは松本瀧蔵であった
(196)
｡ 後年, 三木は ｢マッカーサー元
帥が日本を実質的に支配する立場にあったことを思えば, 元帥の要請に応
じる気が私にあれば首相の座も無理ではなかっただろう｣ としながらも,
最終的に要請を拒否したと振り返った
(197)
｡ 印象深い出来事であったためか,
三木の秘書官を務めた國弘正雄によれば, 三木はマッカーサーから首班を
打診されたことを繰り返し語っていたそうである
(198)
｡
民主党の投票行動決定までの経緯は以下の通りである
(199)
｡ 首班指名当日の
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1948年10月14日, 山崎民自党幹事長は衆議院議員を辞職した｡ いかに対処
するか, 民主党最高幹部会では, 吉田指名か白票かで ｢雑然として｣ いた｡
｢遂には三木を仮りに投票しようとの意見が出た｣｡ 午後８時から開催され
た代議士会で, 白票, 三木, 吉田の三案が検討された｡ 無記名投票で三木
40, 吉田35となったため, 次に白票か三木かを挙手で問うたところ, 白票
優勢であった｡ こうして民主党は白紙投票という方針を決定し本会議に臨
んだ｡ 投票総数399のうち, 吉田茂185, 片山哲１, 白票213という結果に
なった｡
三木首班の実現性について, 竹中佳彦は民主党や社会党の動向を踏まえ
｢きわめて低かったと考えざるをえない｣ と結論付けた
(200)
｡ だが, 当時, 民
自党衆議院議員だった田中角栄は ｢あのとき, ちょっと油断したら三木首
班になった｣ と後年述べる
(201)
｡ 前述した民主党の態度決定の経緯からも分か
る通り, 最終段階で突如三木首班が検討され, 白票か三木かを投票ではな
く挙手で問うている｡ これらの事実は田中の述懐を裏付けるものである｡
当時の政情に鑑みれば, 三木首班工作は決して無視できないとの評価が妥
当と考えられる｡
最終的に山崎首班工作は失敗し, 三木首班も実現しなかった｡ ここで注
目すべきは, 日本側の政治家たちに, 三木首班の可能性を認識させた点で
ある｡ 戦後, 無所属の一議員でしかなかった三木が, 中道連立政権が終わ
る頃には, 首班に擬せられるほど有力議員になった事実こそが重要といえ
よう｡ 三木が総理をも狙える政治家であったというイメージは, それ以降
の三木にとって大きな政治資源となったことは間違いない｡ 中道連立政権
期の三木の政治活動は ｢バルカン政治家｣ の面目躍如といえよう｡ この間,
三木武夫の周辺に位置した外交官・知米派人脈が, 対GHQ工作を縦横に
展開し, 三木の政治活動に寄与したことが推測される｡
お わ り に
本稿は, 三木武夫やその周辺に関する資料や証言を活用しながら, 占領
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期を中心に, 三木武夫の政治活動やその政治資源を論じた｡
まず三木武夫のイメージと実像とを検討し, 三木の実像は後世のイメー
ジと違い, 豊富な資金を有し, 派閥の組織化にも熱心であった事を明らか
にした｡ 三木イメージの過度の美化は, 三木のメディア対策の成功による
ものであることも論じた｡
次に, 占領期において重要かつ決定的な政治資源としての外交官・知米
派に注目し, 戦前来の三木人脈, かつ三木の最も近くに位置する彼らが
GHQとの ｢外交｣ や公職追放解除で活動し, それが三木の政治的飛躍に
大きく寄与したことを明らかにした｡ 福島慎太郎や平澤和重ら外交官, 日
系二世の松本瀧蔵らが結集したサーヴィス・センター・トーキョーは公職
追放解除に深く関与した｡ さらにいえば, 三木のアメリカ経験がそのデモ
クラシー観に影響したと指摘されることがある｡ メディアとの関係につい
ても, アメリカ滞在時に情報や宣伝を熟知する外交官と接することにより
研ぎ澄まされた可能性を付け加えるべきであろう｡ 福島や平澤, 松本らと
の交流が, 三木が ｢バルカン政治家｣ と呼ばれるにいたる政治過程におい
て, 極めて重要な要素であったことは間違いない｡ 戦前戦後に彼らブレー
ンが果たした役割や三木の政治活動に与えた影響の詳細は更なる検討が必
要であろう｡
占領期にこれらの政治資源を活用しながら, 無所属議員から小党を率い,
ついには首班を狙うところまでのぼりつめた政治家, それが三木武夫であっ
た｡ さらに自民党時代の活動をも踏まえ, 渡辺恒雄は ｢三木の変転自在な
行動の幅は余りにも広い｣ がゆえに ｢春秋, 三国志の時代に生れていたら,
合従連衡の天才として名を残していただろう｣ と評価した
(202)
｡ こうして占領
期に名付けられた ｢バルカン政治家｣ は, 後々まで三木の異名として定着
したのであった｡
講和独立によってGHQは消滅する｡ GHQとの密な関係を政治資源とし
ていた吉田茂はその政治的影響力を減じた｡ 本稿を踏まえれば, それは三
木武夫にも該当する｡ 独立以降の三木の政治活動に関しては別稿の課題と
したい｡
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